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照葉狭・木精の滝 

 

 

【 ５月 】 

●９日 第１回東京楽習会実施。高野史郎会員によ

る「スケッチ・オブ・ワンダー」と題する、植物

画を介して植物にまつわる講話を聴く。青水関係

１６名他、一般公募者など約１００名が参加。森

林文化協会共催、朝日新聞社後援。 

●２２日 ｢茅風｣４５号発行 

●２３日 柏市にて麗澤中学校樹木観察会。１４８

名の新１年生に自然とのふれあい、気づきの大切

さをレクチャー。 

【 ６月 】 

●１３日、１４日 一般参加歓迎プログラム②「草

原の山菜とブナ新緑の森」実施。首都圏から１３

名参加。山菜ずくしの料理を堪能し、夜の車座講

座で、民宿関ヶ原の芳江おかみから「藤原の山菜

とくらしあれこれ」と題したお話を聴く。 

●１４日 今年初の県道刈払い奉仕活動を実施 

●２７日 全国草原ネットワーク総会が静岡県掛川

市で開催、草野塾長出席。 

【７月】 

●２日、３日 上ノ原にて麗澤中学校フィールドワ

ークを実施。生徒１４８名を地元勢１３名と首都 

 

 

 

 

 

圏勢７名にて指導。 

●１１日、１２日 一般参加歓迎プログラム③「草

花着花調査と防火帯刈払いに挑戦」実施。１２名

参加、防火帯の刈り払い完了。車座講座では、西

村会員から「上ノ原の植生調査の意義」として、

上ノ原の植物紹介を兼ねたレクチャー。 

●１２日 県道の刈り払い奉仕実施。 

●１９日 植物調査実施（プレック社山崎先生帯同） 

【８月】 

●２２日 第２回東京楽習会開催。「水の化学－おい

しい水とは」と題して、山本会員からお話を伺う。

１２名参加。 

（以上） 
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５月の楽習会で、来場された方に実費で限定販売した

高野史郎会員による「グリーン・パワー」連載全百回分

を収めた『スケッチ・オブ・ワンダー』『スケッチ・オブ・ワンダー』『スケッチ・オブ・ワンダー』『スケッチ・オブ・ワンダー』は、まだ在庫

があります。頒価５００円＋送料実費負担で頒布します

ので、ご希望の方は下記事務局までご連絡ください。    
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前号の茅風通信(４５号)に、５月９日に開催された第１

回東京楽習会を終えて、講師を務められた高野史郎会

員から寄せられたメッセージを掲載いたしました。本号

には、森林文化協会の共催、朝日新聞社の後援のもと

に開催した楽習会の概要を掲載いたしますので、前号

の高野さんのメッセージと併せてご覧いただければと

存じます。(編集子) 

本年度最初の東京楽習会は本会の高野史郎会員を

講師に、５月９日土曜日の午後、築地の朝日新聞本社・

読者ホールで開催しました。 
この楽習会は、高野さんが森林文化協会発行の月刊

誌『グリーン・パワー』に、植物の特徴を緻密なスケッチ

に描き、暮らしや文化にも目配りした文章とともに紹介し

てきた「スケッチ・オブ・ワンダー」が、連載１００回を迎え

たことを記念して企画されたものです。当日、会場には

会員の他、公募による一般参加者など総勢１００名の

方々が訪れました。また、会場には、高野さんの色彩付

きで描かれたスケッチ原画も飾られました。 
最初に主催者を代表して草野洋塾長が挨拶、続いて

共催いただいた公益財団法人森林文化協会の須藤久

士常務理事が挨拶して、高野さんの講演が始まりまし

た。 
高野さんのお話を聞いていると、植物に対する造詣

の深さと共に、生命がやどり、人生を歩む人間に対する

視線と同じ視線で植物を見つめる高野さんの眼差しが

伝わってくるようです。楽習会のために準備いただいた

資料の冒頭を飾る一文を紹介します。 
「花が咲いていると、何の花なのか気になる。図鑑

で絵合わせしても、なかなか見つからない。花が咲

き終わってしまうと、もう見向きもしなくなる―という

ことってありませんか？ でもきまっている季節に花

を咲かせるためには、植物にとってかなり前からの

準備が必要なはずだし、別の季節の暮らしぶりを

調べたくなる！ 
そして、タネができる。どこか、なるべく遠くへ飛ば

したい！ 
植物のいのちの始まりから、枯れるまでを、時には

じっくり眺めてみよう！」 
人を恋したとき、その人のすべてが知りたくなるように、

植物に恋してしまった高野さんの想いが伝わってくるよ

うです。高野さんは様々な植物を取り上げながら、その

一生を豊かな話題と共に興味深く紹介して下さいまし

た。 
休憩をはさんで楽習会は楽しく進められ、最後に来

場者からの質疑応答が行われました。最後に、森林塾

「青水」及び森林文化協会の活動紹介が行われ、本年

度最初の楽習会は無事に終了しました。 
 
 

 

 

 

 

 

昨年のプログラムのふり返りで、“山菜など山の

恵みを楽しむプログラムが欲しい”との要望を受け

て企画したのですが、青水としても初めての試みで

した。山菜は種類が豊富で何が食べられて何が食べ

られないのか、植物や樹木には詳しい会員でもポピ

ュラーなものしかわかりません。誰に指導を仰ぐか

悩みましたが「藤原の山菜とその楽しみ方」として

上ノ原や藤原にある山菜をお福分けさせともらおう

ということにしました。 

 今回、宿泊をお願いした「民宿 関ヶ原」の芳江

大女将にお手伝いをお願いしたところ快くお引き受

け頂き実現しました。梅雨入りしたにも関わらず好

天気の中、参加者は、女性 6名、日光茅ボッチの会

の飯村さんも参加いただき 13名となりました。 

 1 日目は、茅場と木馬道を散策しました。ここ

では、ワラビ、トリアシショウマ、オオバギボウシ

（ウルイ、ウリッパ）、ミツバアケビ、ウド、クズ、

シオデ、ウワバミソウ（ミズ）、クサソテツ、タラ

ノキ、イタドリ、タンポポ、ヨモギ、ヤマユリ、オ

オウバユリ、ノアザミ、コシアブラ（順不同）など

予想通り種類が豊富でした。でも、皆でとるほどで

はありません。ここでは種類の知識を得ることにし

ました。 

この後、

一同はカラ

マツ林の中

へ入り、沢

筋に生えた

ウワバミソ

ウを採取し

ました。こ

こでは、全

員が一束分

■■■■第第第第１１１１回回回回東京楽習会東京楽習会東京楽習会東京楽習会    

「「「「スケッチ・オブ・ワンダースケッチ・オブ・ワンダースケッチ・オブ・ワンダースケッチ・オブ・ワンダー～描くこと～描くこと～描くこと～描くことでわかるでわかるでわかるでわかる

植物の生きざま植物の生きざま植物の生きざま植物の生きざま」」」」    開催報告開催報告開催報告開催報告                        稲稲稲稲    貴夫貴夫貴夫貴夫    

■一般参加歓迎プログラム■一般参加歓迎プログラム■一般参加歓迎プログラム■一般参加歓迎プログラム 2015201520152015②②②②    

「草原の山菜＆ブナ新緑の森」「草原の山菜＆ブナ新緑の森」「草原の山菜＆ブナ新緑の森」「草原の山菜＆ブナ新緑の森」    

開催報告開催報告開催報告開催報告    ＆＆＆＆    参加者レポート参加者レポート参加者レポート参加者レポート 

    里山の恵みをお里山の恵みをお里山の恵みをお里山の恵みをお福福福福分け分け分け分け                            草野草野草野草野    洋洋洋洋                                                                        
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ぐらいをお福分けさせていただき、芳江さんに葉や

茎の皮の取り方を教えてもらいお土産としました。 

この後スキー場の中もののぞいてみましたが採取

するほどではなく、青木沢、師入と集落風景の中を

ドライブして宿に向かいました。 

夕食は、

まさに山菜

づくしでし

た（写真右）。

新鮮でおい

しい料理や

珍しい料理

が次々と出

てきます。

そのたびに

芳江さんの

解説が入り、大満足の楽しい夕食会となりました。 

この夜の車座講座は「藤原の山菜とその食べ方」

として、芳江さんに語っていただくことにしてあり

ました。その際、採取した山菜や世間で食べられる

とされているクズの芽、山ブドウの芽、コシアブラ、

キハダの芽、リョウブ、イタドリ、タンポポ、ノア

ザミの花や葉、などをテンプラにして、おつまみに

するつもりでした。しかし、夕食にたくさんの山菜

が出され、皆さん満腹状態でこれ以上の食べ物は受

け付けない状態となっていたため取りやめました。 

 芳江さんに登場いただき車座講座がはじまりまし

た。最初に、昭和 33年に 18 歳で藤原に嫁いでこら

れたころの

藤原の様子

から語って

いただきま

した。 

 当時の食

生活や暮ら

しぶり、カ

イコの飼育

をはじめと

する農作業

のことなどが次々に披露され、その中に利用した山

菜や料理方法などが織り込まれていました。この展

開は新鮮で芳江さんの穏やかでも力のある語り口は

参加者をひきつけた様で、場は最高に盛り上がり参

加者から次々と質問が出てきました。この間、約 1

時間半、参加者には藤原の自然や風景のほかに人の

素晴らしさを印象付けた車座講座となりました。 

 2日目は、5 時、早起き組 10名が早朝の上ノ原茅

場で鳥の声を聴きながら朝露の茅場風景を楽しむこ

とから始まりました。 

 この日のメインは、青水の合言葉である「飲水思

源」にふさわしい国有林の奥利根水源の森林ブナの

新緑を散策するプログラムです。 

 その前に、

三菱 UFJ 環

境財団の水

源の森に立

ち寄り、清水

顧問から説

明を受けま

した。 

 今回の参

加者にはも

う一つのミ

ッションが

あります。そ

れは、塾が参

加する群馬

クリーン作

戦の県道の

草刈をして

もらうこと

です。皆さん、

慣れない鎌で取り組んでいただきました。 

 その後、照葉峡で滝や渓谷を見ながら本日のメイ

ンである奥利根水源の森林でブナ林の新緑を楽しみ

ました。コースは周遊道を一周しながら途中でブナ

の森遊歩道を約 1 時間ほどブナやダケカンバの中を

散策しました。  

 森にはちょうどオオカメノキやナナカマドの白い

花が咲き、ブナには多くの実がついていました。 

 ここでは、

稚樹から巨

樹まである

ブナ林を見

ながら更新

の仕組みや

択伐につい

て解説しま

した。 

 今回は、山

川草木悉皆

成仏の精神

を大切にし

ながら里山

の恵みをお

福分けさせ

ていただき

ました。 

参加者は、食糧危機が来てもきっとサバイバルで

きるはず？ 

 里山の自然から奥山の森林までそして藤原の風景

と人を楽しんでいただいたつもりですがいかがでし

たでしょうか。 
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6/13（土）第一日目。東京駅から新幹線で上毛高原

駅へ到着しました。皆様と合流、水上町を経て、藤原町、

上ノ原地区へと向かい、見渡す限りの草原、緑色が眼

に沁みます。空気はひんやり、都会ではお目に掛かれ

ない光景、草はイキイキと、タニウツギのピンクの花がそ

こかしこに咲き乱れ、広々とした草原、何ともいえずうっ

とり。さあ、草原で腰を下ろしての昼食です。言わずもが

な、おにぎりと空気がマッチした味、ウフフ、素晴らし

い！！！ここからスタート、木々の間を散策、初めて聴く

エゾハルゼミの鳴き声、幹を見るとセミの抜け殻が沢山

見えました。珍しい木を眺め、林の中をそぞろ歩く。  

ここは野草の宝庫、草を分け入って、野草のご指南

役の今夜の宿の女将、芳江さんの後に続き「ミズ」の群

生地で、嬉しい悲鳴を上げ乍ら夢中で両手に一杯、こ

れは初めての体験、凄いっ。野草のお料理の仕方も稚

拙ながら、芳江さんに、蕨の処理の仕方も教えていただ

き、徐々に「くずの芽」やら、「蕨」やら、パっと見つける

技が身に付いて来ました。雪解けの水の音を聴き、空に

なったペットボトルへ、“呆れる程冷たい岩清水”を汲み、

一気飲み、キャーッ美味しい！！！  

あっという間に午後の陽が落ち、今夜の宿の民宿「関

ヶ原」に向かいました。宿のお庭には奇麗なお花が沢

山咲いていて、色とりどり、お花達も「観てよ、観てよ」と、

言って居る様に咲いていて、いいね、いいね、こんな色、

素敵ね、と、お花に話し掛ける。あまりにも一日中興奮し

たせいか、軽い疲労感で、夕食迄ぐったり。夕食は山菜

料理の数々、一皿ごとにこれは何という山菜？と、質問

しながら、いただきました。山菜の天ぷら、‘これは何々

です’、と、一つずつ、一人一人に揚げたてを、お皿の

上に置いて下さって、わー美味しい、わー凄い。夕食後

のミーティングは博識高い方々のお話で盛り上がり、自

然界の貴重な講義、大変勉強になりました。夜もふけ、

一日目が終わりました。 

6/14（日）第二日目。朝、雷と雨の音で目が覚めた。 

凄い大雨。今日はブナの森を歩く予定なのにこんな凄

い雨、残念だわー。と、少々気落ちして、私、晴れ女な

のに……と、ぶつぶつ独り言。しかし、出発して間もなく

雨はやみ、車がどんどん山の中を走って行くと陽が射し

て来た。 

わーい、晴れたー！！！ここは群馬県の山奥、“照

葉峡”、左右には深い森、右側には雪解け水がごうごう

と流れる峡谷滝の素晴らしい景色、ときどき車をストップ、

滝を眺めて、ミズ

ナラ林、唐松林、

こんな山奥迄、来

た～っ。そして木

の傍らに生えてい

る笹を、皆で鎌を

持ち、私は慣れな

い手つきで、笹を

切り除きました。辺りは美しいスペースに変わり、またも

や、うっとりと眺めました。森の手入れは大変な仕事で

すね。この森が雪に覆われるその寸前に、落ち葉が一

面に分厚く敷き詰められ、雪が積もり、長い冬を越え、

春に落ち葉で濾過した雪解け水が谷川を流れ、ダムを

経て都会の私たちの水瓶を満たしてくれているんだ。有

難い森、ブナの森、ブナの大木は堂々と天に向かって

枝を伸ばし葉を広げ、見上げると何とも言えない力強さ。

私達人間は毎日を森の恩恵にあずかりながら生きる。

今、私はオゾンを胸一杯吸いながらブナの森を歩く、ウ

ーむ、力強さもいただいて、もっと、もっと、感謝をせね

ば。だけど木は凄いナ。１０００年も、それよりも更に長く

生きるんだもの。落ち葉が重なった道を踏みしめ、足元

でこの柔らかい感触を味わい、そんな思いを巡らせなが

ら森を後にした。自然と共存と言いますが、自然を破壊

するのも人間、大切なのは感謝だワ。  

ああ、緑の森は美しかった。この様な、緑豊かな森に

感謝して、森に恋して、又木々に会いに来ようっと。 

 6 月 14 日は、私にしては久しぶりによく活動した日に

なった。早朝、塾長の車に乗り込んで、皆で上の原の朝

を見に出かけた。西村さんが一足先に一人で出かけて

おり、伐採林の上の方で熊らしいものに出会ったらしい

という話に一同騒然となる。 
 朝食後に 行っ

た森は、奈良俣

ダムに近い三菱

UFJ 環境財団「

水源の森」。清水

顧問の案内で森

へ入ったが、すぐ

に「なんと上の原

とは違う森！」が

正直な感想だった。上の原の森はどちらかと言えば乾

いた森だが、この森にはクジャクシダを始め何種類もの

シダがあり、林床に生える樹種も上の原よりよほど多い

多様な森だ。「いい森へ来たなあ」と感動していたが、午

後に訪れた「奥利根水源の森林」がまた一段と素晴らし

かった。行く前から｢白神山地のブナ林にも勝るブナ林」

というふれこみであり、皆、半信半疑で＜そんな筈があ

るわけがない＞と思って行ったが、ウソではなかった。

歩くにつれて二抱えもありそうなブナの巨木が、純林状

態で現れた。規模はさほど広くはなさそうだが、風格と

言う点では確かに白神山地のブナ林に引けを取らない。

ブナは旦那木である。山腹のもっとも条件の良い位置を

占めて「我こそ森の王なり」といった風情で立っていてこ

そ、ブナである。このブナは残ったのか、残したのか、と

元営林署長の塾長に聞いたら「当時は択伐していたか

ら残った、が正しいかな」が返事であった。なるほど、水

上営林署の怠慢(いえ、冗談、冗談)が残した森なのかと、

その行為に感謝する。 

恋する森へ踏み入れて恋する森へ踏み入れて恋する森へ踏み入れて恋する森へ踏み入れて        

                                                                荒川荒川荒川荒川    秀子秀子秀子秀子    

                    

感動的な水上の森感動的な水上の森感動的な水上の森感動的な水上の森    

                                                                伊賀伊賀伊賀伊賀    三江三江三江三江            
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かつて乳頭温泉のブナ林へ行ったら、すべて若木で

細かった。がっかりして「なんと若いブナ林」と言ったら、

土地の人が「昔、宮沢賢治がブナ酢をつくると言うので、

すべて切り払った。今のブナ林はその後のものだ」とい

った。その話を塾長にしたら、即座に「そうか。乳頭温泉

では立派に更新したんだ」と応じた。まことに営林署的

反応であり、森の見方をまた一つ教わった。 

自宅のある日光から上

ノ原へのルートはいつも

金精峠を越え、坤六峠を

経由していきます。峠付

近にさしかかるとまだ残

雪があり、ちょうどムラサ

キヤシオツツジが満開で

タニウツギも咲き始めでし

た(写真右)。いずれも日

光ではお目にかかれな

い植物なのでじっくりと観

察します。そして残雪をク

ーラーボックスに入れ今

宵の楽しみのために一升瓶を冷やします。 
昨年の 7 月、10 月と上ノ原入会の森を歩き、今回は

初夏の上ノ原を初めて経験しました。 
新緑の上ノ原はタニウ

ツギの花が真っ盛りでし

た。日光では見られない

タニウツギの花は上ノ原

の草原に艶やかな彩りを

添えていました。集合時

間までの間、昨年、西村

さんに教えていただいた

スズサイコ(写真左)を探
します。良く見るとあちら

こちらで見つかりいずれ

の株も蕾をたくさんつけ

7 月の開花を待っていまし

た。羽化したばかりのギン

イチモンジセセリ(写真右)
やヒメシジミ(写真右下)が
弱々しく草原を飛び回りま

す。いずれも国準絶滅危

惧、群馬県絶滅危惧Ⅰ類

の草原性の生き物です。

草原が生きているのを感

じます。 
草野会長の山菜レクチ

ャーを受け、山菜観察し

ながら草原を散策します。

そして森の縁で「山のア

スパラ」と呼ばれるシオ

デを初めて見ることがで

きました(写真右)。その

新芽はアスパラガスそっ

くりです。手入れの行き

届いたカラマツ林の下

草には立派なミズナ（ウ

ワバミソウ）が無数に生

育しています。全員でミズナ狩りに没頭します。 
山菜料理満載の夕飯後、民宿の女将さんによる山菜

談義は楽しく奥の深いものでした。自然と共にあった山

里の暮らしの苦労が偲ばれました。坤六の残雪で冷や

した酒が進みます。 
２日目に歩いた「水源の森」はブナの鮮やかな新緑と

雪融けの清流が陽に輝き、ブナ林を深く覆うチシマザサ

には小さなタケノコが生え、沢沿いにはサンリンソウの清

楚な花が咲きます。ブナ林の豊かさを感じます。 
雪深い地の自然の恵みと初夏を満喫した二日間でし

た。 
 

 
 
 
 
 
 
7月の定例活動は 11日 12日に梅雨明けを思わせる

高温・炎天下で行われました。今回の作業は、動力刈

払機による防火帯の刈払いと草原の草花の個体数と着

花数調査に挑戦するプログラムでした。昨年から、一般

参加者にも刈り払い機を使う作業をしてもらっています

が、今年も初体験 2 名を含め 6 人で汗だくとなりながら

の刈払いとなりました。 

 午後 1 時、刈り払い機の特徴と安全作業について開

始前のミーティングを念入りに行ってから作業開始です。 

昨年の経験者はもう慣れたもので機械を使う姿が様に

なっています。初体験者は最初こそオッカナビックリでし

たが、30分もするとコツもつかめたようで斜面がみるみる

刈り取られていきます。カラマツ林に隣接している西側

の防火帯は、傾斜も緩やかなところです。ここは、今年

で 4 年目の刈払となり、植生もススキが衰退し、払い時

期も少し早いので草丈も短く柔らかく演習の場として最

適です。大汗をかきながら約1時間でこの斜面は終了し

ました。 

 次の刈払い場

所は、北側のミズ

ナラ林に接し灌木

や、切株、つるが

多いためやや難儀

なところです。ここ

では、ベテラン組

が山側を刈払い、

豊富な山菜とタニウツギの鮮やかさが彩る豊富な山菜とタニウツギの鮮やかさが彩る豊富な山菜とタニウツギの鮮やかさが彩る豊富な山菜とタニウツギの鮮やかさが彩る    

初夏の上ノ原初夏の上ノ原初夏の上ノ原初夏の上ノ原                            飯飯飯飯村村村村    孝文孝文孝文孝文    

■一般参加歓迎プログラム■一般参加歓迎プログラム■一般参加歓迎プログラム■一般参加歓迎プログラム 2015201520152015③③③③    

「草花着花調査と防火帯刈払いに挑戦」「草花着花調査と防火帯刈払いに挑戦」「草花着花調査と防火帯刈払いに挑戦」「草花着花調査と防火帯刈払いに挑戦」    

開催報告開催報告開催報告開催報告    ＆＆＆＆    参加者レポート参加者レポート参加者レポート参加者レポート 

    炎天下の炎天下の炎天下の炎天下の作業作業作業作業    ミッション終了ミッション終了ミッション終了ミッション終了            草野草野草野草野    洋洋洋洋                                                                        
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時間をおいて横一列に刈りはらっていく方法を取りまし

た。カエデ、タニウツギ、ヤマウルシにヤマブドウなどか

らなる植生に、刈刃が絡まり、傾斜はきつく転石もあって

能率が上がりません。毎年ここで見かけるヤマユリが今

年は見当たりませんでした。約2時間の作業で終わらず、

三分の一を残し、本日の作業は午後 4 時過ぎに終了で

す。 

前日の残りと十郎太沢の防火帯は、2 日目に二手に

分かれて行ったところ涼しい時間帯であったこともあり、

約 1 時間で終了しました。十郎太沢沿いの防火帯には

シオデがかなり生育しており、来年の山菜取りのために

刈り残しておきました。草原を眺めると、刈払い跡が周り

と き れ い に

区別 さ れ 、

作業成果が

一目瞭然、

今年の参加

者も達成感

を 実感し て

いました。 

今年の防

火帯刈払い

は 6台の機械がフル稼働し、炎天下にもかかわらず皆さ

ん頑張っていただき、定例活動の中でミッション終了で

す。おかげで平日の臨時活動は不要になり助かりまし

た。 

 この日の宿泊は湯ノ小屋温泉の照葉荘です。大汗を

かいた後の温泉は爽快でした。 

 夕食後、西村会員の車座講座「上ノ原の植生調査の

意義」が行われ、植生着花調査の意義や上ノ原の草花

の紹介とともに植生調査により上ノ原の植生の生育の特

徴が見えればどのように管理するかも見えてくるなどの

貴重な示唆があり、参加者にわかりやすい講座となりま

した。 

 この夜は、8 時過ぎに前を流れる湯ノ小屋川の蛍の鑑

賞のおまけつき、幻想的な灯が疲れた体を癒してくれま

した。 

 2 日目は、皆さん 5 時に早起きして、三菱ＵＦＪ環境財

団の水源の森林で探鳥会を行い、朝飯前の仕事として

県道の草刈りもやっていただき、早朝のならまた湖を訪

れて宿に帰りました。早起きは清々しく、山並みに朝日

が当たって輝く様子は太陽の光を待っていた自然の歓

喜が 聞 こ

えるようで

「希望」が

湧いてくる

ような感覚

になり、早

起き は三

文 ど こ ろ

か値千金

でした。 

＊＊＊＊着花調査報告(西村 大志)＊＊＊＊ 

着花数調査では、今年は少し季節が遅く花が咲いて

いないものも多かったので、花にこだわらず識別しやす

い植物（ノアザミ、ワラビ等）を調べることにしました。調

査員 4人で、事前に作っておいた 6つの調査枠のうち、

今年野焼きをしたところとしていないところを 2 つずつ、

合計 4つの枠で調査を行いました。暑い中で、茂ってき

た草原の中に分け入っての作業でしたが、普段外から

ぼんやり見ているだけではわからない、草原での植物

の生育状況をそれぞれ感じられたようでした。 

調査結果は、厳密なものではありませんが、次の通り

です。花の咲

く植物につい

ては、今年野

焼きをしたとこ

ろにやや多か

った植物もあ

りましたが、地

点ごとのばら

つきも大きそう

でした。ただ、今年野焼きをしていないところのうち、ス

スキの枯れ茎が分厚く積もっていたほうの調査枠では、

明らかに種類、花数ともに少ないようでした。わかりやす

い結果として出たのはワラビの個体数で、野焼きをした

調査枠ではしていない調査枠の約3倍の個体数が確認

されました。（以上西村記） 

  

今回の活動には、埼玉から藤原に移住を希望してい

る N さんも一日体験として着花調査や散策をしてもらい

ました。ぜひとも仲間にしたい好青年でした。N さんのほ

かにも移住希望者の見学が２組、藤原に若者が増える

予感がします。 

 北山さんがんばれ！！ 

 森林塾 青水に初めて参加したのは、丁度1年前防火

帯刈り払い侵入木除伐作業でした。 

みなかみ町「上ノ原」でいったい何が行われているの

か？何も解らず、教えて頂いた刈り払い機を振り汗を流

す。動きは覚束無くついたあだ名は「慎重派の夫」、方

や妻は「大胆カリジョ」。悔しい思いが残り、今回こそ戦

力になるべく意気込み満々でやってきました。 

前日までの涼しい気候から一転、関東一帯、最高気

温 30°超えの猛暑への突入。意気込みに体がついて

行けるかどうか不安でしたが､しかし体は覚えていました。

忘れていませんでした、慎重に刈りました。 

作業中、私にも役割が付きました。背負い式刈り払い

機を使う 2人のエンジン掛け係です・・・2人の間を適度

な距離を保ちながら刈り進みます。常に気にかけて居る

ので、周りを見る癖が付きました。慎重派の名に恥じぬ

動きが出来ている？！自分を買い被って気持ちを高め

森林塾森林塾森林塾森林塾    刈払いについて刈払いについて刈払いについて刈払いについて    

                                                    藤岡藤岡藤岡藤岡    貴司貴司貴司貴司    
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暑さに対抗してみました。 

今年は一週早かったためか、刈りやすく、昨年にはな

かった湧水場の上方も行くことが出来ました。このエリア

は、低木やツルが多く刈るのに難儀エリアへ入って行き

ます。その時、カモシカが、川端さんと妻の間を駆け抜

けたそうです。うらやましい。残念ながら私は気がつきま

せんでした。 

夕食後の車座講座では、西村さんが上の原の草花

について説明してくださいましたが私の知識は乏しい。

今まで興味を持ってこなかった罰です。多分すぐに忘

れてしまう、でも、体を動かす事は好きです。一つの動

作を淡々と行うことに高騰感を持ちました。 

美味しい水、涼しい風、ゆれる草、森の踏み心地を味

わえる上ノ原を訪れる事はいつも楽しいです。これから

1つ 1つ知識を身に付けたらと思います。手始めに間伐

材から桜の丸太を識別出来るようにと妻からの課題を突

きつけられた今回の体験でした。 

 

 

 

 

７月３日、廣池学園麗澤中一年生の奥利根水源の森

林フィールド・ワーク（以下 FW）を実施しました。 

この FW は、自分（ゆめ）プロジェクト（後述）の学習プ

ログラムとして、5 月にキャンパス内で行う樹木観察会と

ともに学校の依頼により当塾がお手伝いしているもので

す。今年の一年生は４クラス８グループ 148 人、生徒た

ちは、前日２日に藤原ダムで首都圏の水がめである奥

利根地域にあるダムの役割や水没した集落などの話を

地元の林親男さんから聞いた後、宿泊し２日目の上ノ

原・森林散策、草木クラフトを体験して３日目にまとめを

する２泊３日の日程です。 

一方、受け入れ側の塾関係者は首都圏から７人、地

元インストラクター９人、計１６人が二人一組で１グルー

プ１４人～２０人を受け持ちます。 

地元インストラクター６名と首都圏インストラクター７名

は、前日、青木沢集落～芦の田峠～平出集落の森林

散策路のインストラクションポイントや危険箇所等を把握

のため下見を行いました。 

 この後、首都圏インストラクターと I ターンの I さんは、

草木クラフトの茅編み材料となる茅をスグリ、切断して束

にする作業を行いました。この作業が意外と大変で夜な

べも覚悟し

ましたが何

とか夕食ま

でには終わ

り こ れ で 準

備は整いま

した。 

 当日は、

やはり梅雨

空、降雨も

覚悟しなけれ

ばならないよ

うな天気の中、

９時の対面式

後、草木クラ

フト、森林散

策、草原散策、

雲越家住宅、

諏訪神社 見

学とそれぞれ

のグループごとに最初の課題から取り組み、全行程を

終了したのは１６時、この間、小雨程度の降雨はあった

ものの事故もなく無事に終了しました。 

以下、私が担当した A組２班、５号車組のフィールド・

ワークの様子です。 

このグルー

プが 最 初 に

取り組んだの

は草木クラフ

トで す 。 こ れ

は、岡田さん

のアイデアと

経験からプロ

グラムに採用

されたもので、

昨年は４種類

のメニューでしたが、今年は、ススキのミニすだれを作る

「茅編み」と木の葉をアクリル絵の具でエコバックに染め

る「木の葉の模様染」です。茅編みの生徒たちは「習字

の筆巻き」にするといって真剣に取り組み、出来栄えも

よく、木の葉の模様染の生徒はメグスリノキ、コハウチワ

カエデ、シダなどデザインを考えながら取組み、世界に

一つだけしかな

いマイバックが

出来上がりまし

た。 

 そのあと、バ

ス移動で雲越家

住宅を見学、茅

屋根の 特 徴 や

雲越仙太郎さん

の自給自足の

暮らしぶりの説

明を聞きました

が生徒たちには

囲炉裏から上が

る煙が目に染み

たようです。 

このあとの上

ノ原草原では、

ヤマウルシや蜂

などについて注

■自分■自分■自分■自分((((ゆめゆめゆめゆめ))))プロジェクトのお手伝いプロジェクトのお手伝いプロジェクトのお手伝いプロジェクトのお手伝い    

「麗澤中学一年生「麗澤中学一年生「麗澤中学一年生「麗澤中学一年生    奥利根水源の森フィー奥利根水源の森フィー奥利根水源の森フィー奥利根水源の森フィー

ルドワーク」実施報告ルドワーク」実施報告ルドワーク」実施報告ルドワーク」実施報告            草野草野草野草野    洋洋洋洋 
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意を受けたあと、樹木や草原に住む動物や昆虫の話を

聞きながら散策、ここでは小雨が降りましたが濡れること

もなく約１時間の散策で草原の生物が豊富であることや

草原を維持するための野焼きや茅刈作業について説

明しました。 

昼食後の諏訪神社は、時間の都合でバスの中から見

て、屋根に使われている茅が上ノ原産であること、夏の

お祭りは獅子舞神楽の奉納で賑わうことなどの説明に

なりました。 

森林散策は、木沢集落を出発、集落、森林、畑があ

る風景の中で「森林のいろいろな働き」の説明を受けた

あと武尊川に向かって散策をはじめました。途中、オニ

グルミの実がなっている姿を見て、落ちた殻からわかる

二ホンリスやアカネズミの食べ方の違いのなどを解説し

ました。 

水量も多 く

流れる武尊川

に架かってい

る橋が少し傾

いていたことか

ら用心しながら

一人ずつ渡り、

その緊張が残

っている間に、

森に降った雨

の行方、森林

の水源涵養機

能の説明をし

ました。 

 芦の田峠に

向かう間は、あ

たらしい伐採・

植林地があっ

て林業のことを

説明する絶好の場所です。伐採は悪いことでなく、適正

に計画的に伐採して木材を利用し、また植林する循環

が大事なことにふれました。 

芦の田峠の道祖神の前で、しばし休憩を取り、この間、

尾島さんによる「森林は大気を守る」と題して「地球温暖

化と森林」について約２５分の緑陰講座が行われまし

た。 

生徒たちにはすべてを理解することは無理かもしれま

せんが、今、世界的な問題でもあり自分たちの暮らしぶ

りに直結し、ニュースなどで頻繁に見聞きする話題とし

て地球温暖化問題と森林の二酸化炭素吸収固定機能

について解説しました。ここでは、その原動力である光

合成をおこなっている実物の森林を見ながら聞くことの

効果を考えて少し長く時間をとりました。 

ここからの道は下り坂、足が早まりますが、途中には、

森林土壌を学ぶには絶好のブナ林があります。前日仕

掛けた紙コップの土壌生物トラップは残念ながらかかっ

ていませんでした。このトラップは工夫の余地があるよう

です。ここでは、森林

土壌の状態、色や手

触り、においをかがせ

てキヤンパスの林との

違いと土壌動物の話

や森林土壌の特徴が

水源涵養機能を高め

ていることを説明しまし

た。 

途中にあるフジヅル

のブランコに乗り、炭窯、カラマツ・スギの人工林を見な

がら平出集落に到着です。この間、２時間、ゴールに着

きでホッとしたところで最後に、森林や草原で何を見た

かを生徒たちに聞き、それぞれがあげたものを生産者、

消費者（一次・二次）、分解者に分け、森林の動植物が

豊かで、それぞれがつながって森林生態系を作ってい

る こ と を説

明し てプロ

グラムを締

めくくりまし

た。 

今年の生

徒は、問い

かけに よ く

答えていま

し た が 、 全

体的に声が

小さい、もっと元気を出してほしいものです。また、一部

の女子生徒と男子生徒４人はいつも固まって行動して

いましたが後ろのほうで聞いていることが多く、積極性が

感じられなかったのは残念です。 

麗澤学園中学の「自分プロジェクト」は、 

・大きな志を以て真理を探究し、高い品格と深い英知を

備えた人物 

・自然の恵みと先人の恩恵に感謝し、万物を慈しみ育

てる心を有する人物 

・自ら進んで義務と責任を果たし、国際社会に貢献でき

る人物 

の人物像を目指し、１年生から３年間を通した学習プ

ログラムで、 

・１年生は「自分と自然の関係を学ぶ、（樹木や森に学

ぶ）」 

・２年生は「自分と国家の関係を学ぶ（熊野、伊勢、奈良、

京都などを訪ねる）」 

・３年生は「自分と世界の関係を学ぶ（英国、ニュージラ

ンドなど海外訪問）」となっています。 

生徒たち（子供たち）は未来からの留学生です。彼ら

の未来での存分の活躍を願って、塾としても、キャンパ

スでの樹木観察会と FWのプログラムに改良を加えなが

ら対応しています。 

対応いただいた地元および首都圏のインストラクター

の皆さんに感謝申し上げます。 
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本年度第２回目の東京楽習会は、山本誠次郎会員

を講師に８月２２日の土曜日、渋谷区氷川区民館で開

催し、会員および関係者１２名が参加しました。   

山本講師は大学時代に応用化学を学ばれ、卒業後

は大手企業で高分子材料の研究開発などに従事され

てきましたが、退職後は「水」の不思議さに魅せられ、現

在もその探求を続けられています。 

今回の楽習会は山本会員のお話を中心に、参加者

の一人である山本会員の大学時代からの友人であるＦ

さんより、世界の水事情についての解説をいただいたり、

また清水顧問からは、十郎太沢の流れる藤原・上ノ原の

地理や地質についての説明を交えながら、水とは切り

離すことのできな

い「酒」へと、自然

に話題が展開しな

がらの楽しい楽習

会となりました。そ

の内容を担当者

の感想も交えなが

ら、以下の通り報

告します。 

○十郎太の水はなぜ美味しいか？ 

 おいしい水の条件については、水温や PH、蒸発残留

物や硬度など、さまざまな数値が示されていますが、「こ

れだ」という絶対条件はないようです。また、普段飲んで

いる水が一番美味しく感じるということも言われますし、

おいしい清流の水でも、酒造りに適したり適さなかったり

するようです。また、寝かせたウイスキーが美味しくなる

のは、水分子のクラスター構造が関係しているという説

もあるとのことです。 

十郎太の水がなぜ美味しいか、確定的なことは言え

ないというのが結論でしたが、ともかく美味しいことは紛

れもない事実。それは、いつもいい汗をかいた後に感

謝を込めていただいているからかもしれませんね！ 

○水ことばと水五訓、水五徳 

 日本語には「水」を使った比喩や諺、格言が沢山あり

ますが、それを資料に纏めてくださいました。本当に沢

山あるので水も漏らさぬようにすべてを網羅することは

不可能でしょうが、難しいことは水に流して、皆さんも調

べてみてはいかがでしょうか。 

○水と二酸化炭素 

 水は人間が生きられる通常の自然環境の中で、気体・

液体・個体とすべての状態をみることができる唯一の物

質であることを、二酸化炭素と比較しながらお話し下さ

いました。二酸化炭素は通常気体で存在し、その個体

であるドライアイスは人工的につくられます。そして液体

の二酸化炭素も人工的につくることができますが、液体

で あ る た め

の圧力と温

度の条件が

厳しく、普通

の自然環境

の中では存

在 で き な い

と の こ と で

す。 

ま た 、摂

氏４度で最も比重が重くなることから、水中に魚などの

生物が棲める環境が維持されているとのこと。こんな不

思議な水が地球に大量に存在することによって、生命

の多様性が維持されているのです。 

○地球の水循環 

 地球に存在する水の９６．５パーセントは海水で、その

量は実に１，３３８，０００，０００㎦。１㎦は１０億トンですか

ら、トンに直すと、億や兆の単位をはるかに超えて、134

京トンになります。ただしそれは海水の量で、次に多い

のが氷河・氷床の 2400 万㎦（１．７４パーセント）、次が

塩水地下水 1300万㎦（０．９３パーセント）、次が淡水地

下水 1000 万㎦（０．７６パーセント）。ですから地表に存

在する淡水の量は、全体から見ればほんの僅かにすぎ

ません。それにアメリカ大陸中央部にあるオガララ帯水

層と呼ばれる巨大な地下水の量も農業用灌漑用水の

大量くみ上げで減少しているそうです。その組み上げら

れた水がアメリカの輸出用穀物となり、私たちの口に入

っていることを考えると、水を大切にするということは、私

たちの暮らし全体を考えるということなのでしょう。  

                                       

 

 

７月１５日７月１５日７月１５日７月１５日 

毎年、朝日岳山頂付

近の木道の脇に、登山

者が踏み込んで植生を

壊さないようにするため、

ロープを張っています。

７月の梅雨の合間をみ

て実施しました。ニッコ

ウキスゲや高山植物が

たくさん咲き誇り、地上

の楽園のような風景で

す。藤原の宝の一つで

すね。 

７月７月７月７月１９１９１９１９日日日日    

第２回上州武尊スカ

イビュートレイル大会が

開催されました。 

■■■■第第第第２２２２回回回回東京楽習会東京楽習会東京楽習会東京楽習会    

「「「「水の化学－おいしい水とは？水の化学－おいしい水とは？水の化学－おいしい水とは？水の化学－おいしい水とは？」」」」    開催報告開催報告開催報告開催報告                        

稲稲稲稲    貴夫貴夫貴夫貴夫    

■■■■藤原現地報告藤原現地報告藤原現地報告藤原現地報告    

北山北山北山北山    郁人郁人郁人郁人    
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 昨年は９月に開催

されましたが、今年

は７月１９日に実施

されました。宝台樹

スキー場をスタート

した６０キロコースは、

日程を変更したた

めか、昨年よりも少

ない１３４名が出走

しました。また、日

本でも最も過酷なコ

ースになる１２０キロ

コースには、４９８名

もの選手が出走し

ました。 

 完走率は、５２％

でしたが、１位の選

手は、なんと１５時間４７分で１２０キロを駆け抜けてゴー

ルしました。女性の１位の選手も、２２時間５３分でゴー

ルしています。世の中には、超人的な体力を持った方

がたくさんいるものですね。 

７月２６日７月２６日７月２６日７月２６日    

利根川源流祭りが

開催されました！ 

全国で記録的猛

暑…となった７月２６

日（日）に、ならまた

湖からの心地よい風

が吹き抜ける中、オ

ートキャンパーズエリアならまたにて開催されました。ダ

ムの内部見学、巡視船体験、カヌー、バギー、マスのつ

かみ取り、新聞バックワークショ

ップなど楽しい体験イベントが

たくさん行なわれました。 

 ステージイベントでは、利根

川源流賛歌やテリー齋藤さん

のコンサートなどが行なわれ、

最後には恒例の餅撒きも行な

われました。天候にも恵まれた

くさんのお客さんに楽しんでい

ただく事ができました。 

７月２３、２７、３１日７月２３、２７、３１日７月２３、２７、３１日７月２３、２７、３１日    

江戸川区の中

学校が林間学校

で藤原にやってき

ました。 

 ７月末に、江戸

川区の 東葛西、

篠崎、南葛西第２

という中学校３校

がそれぞれ、１泊

ずつ藤原を中心にホ

ームスティをしながら

農作業体験や自然体

験に訪れました。 

 １軒当たり４～６名で

分宿し、それぞれの

家庭のお手伝いをし

ながら、藤原の方々と

交流を深めました。少人数で分宿するので、都会とは違

う藤原の田舎の暮らしを体験でき、生徒にもいい想い出

となります。また、家族や友人と藤原に訪れてくれるとい

いですね。 

８月１日８月１日８月１日８月１日    

北山家に

ホームスティ

に 来 た江戸

川区の中学

生にも手伝っ

て もらい、古

民家の片付

けと整備を行

な いまし た 。

台所の廃材

を片付け、砂

利を敷き、モ

ルタルを打っ

てタイルを敷

きました。あと

は流しを設置

す れば、 とり

あえず使用で

きるようになります。ここまで 3 年かかりましたがやっと先

が見えてきました。 

８月２８日８月２８日８月２８日８月２８日    

第 58回目の藤

原湖マラソン大会

が、1900 名もの

参加者を迎え無

事に開催されまし

た。58 年前に藤

原ダムが完成し、

150 数戸の家が

湖底に沈んでし

まいました。その

湖底のふるさとを

思い始 まった の

が、このマラソン

大会です。開会

式では、第一回

目を開催した当時の青年団だった地元の古老と藤原小

中学生がステージで紹介されました。   
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地元・中村智子さんの、見てほっとする“地元・中村智子さんの、見てほっとする“地元・中村智子さんの、見てほっとする“地元・中村智子さんの、見てほっとする“photophotophotophoto”ショッ”ショッ”ショッ”ショッ

ト・コーナー。今号は自宅周辺の身近で貴重な動植物ト・コーナー。今号は自宅周辺の身近で貴重な動植物ト・コーナー。今号は自宅周辺の身近で貴重な動植物ト・コーナー。今号は自宅周辺の身近で貴重な動植物

を編集していただきました。（編集子）を編集していただきました。（編集子）を編集していただきました。（編集子）を編集していただきました。（編集子）    

わさわさわさわさびの葉の上でトンボが羽化した。（２０１０・５・３０）びの葉の上でトンボが羽化した。（２０１０・５・３０）びの葉の上でトンボが羽化した。（２０１０・５・３０）びの葉の上でトンボが羽化した。（２０１０・５・３０）    

桜にモリアオガエルが卵を産み付けた。（２０１０・６・２８）桜にモリアオガエルが卵を産み付けた。（２０１０・６・２８）桜にモリアオガエルが卵を産み付けた。（２０１０・６・２８）桜にモリアオガエルが卵を産み付けた。（２０１０・６・２８）    

    

冬毛から夏毛に抜け換え中のニホンカモシカ。冬毛から夏毛に抜け換え中のニホンカモシカ。冬毛から夏毛に抜け換え中のニホンカモシカ。冬毛から夏毛に抜け換え中のニホンカモシカ。    

（２０１２・５・１６）（２０１２・５・１６）（２０１２・５・１６）（２０１２・５・１６） 

    

    

    

スタンドの天井で燕が子育てしていた。（２０１２・６・２４）スタンドの天井で燕が子育てしていた。（２０１２・６・２４）スタンドの天井で燕が子育てしていた。（２０１２・６・２４）スタンドの天井で燕が子育てしていた。（２０１２・６・２４）    

食事中の夏毛のニホンリス（２０１５・７・２９）食事中の夏毛のニホンリス（２０１５・７・２９）食事中の夏毛のニホンリス（２０１５・７・２９）食事中の夏毛のニホンリス（２０１５・７・２９）    

    

おとなしい動物ですが、親子は、要注意！この後、土手の上おとなしい動物ですが、親子は、要注意！この後、土手の上おとなしい動物ですが、親子は、要注意！この後、土手の上おとなしい動物ですが、親子は、要注意！この後、土手の上

から親熊が飛び出してきた。（２０１２・１０・３）から親熊が飛び出してきた。（２０１２・１０・３）から親熊が飛び出してきた。（２０１２・１０・３）から親熊が飛び出してきた。（２０１２・１０・３）    

    

■藤原の■藤原の■藤原の■藤原の“ほっ“ほっ“ほっ“ほっと”ショット・コーナー⑩と”ショット・コーナー⑩と”ショット・コーナー⑩と”ショット・コーナー⑩    

                                                        中村中村中村中村    智子智子智子智子    
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●鳥見仲間の心得？ 野焼から５週間経過した６月１日。

上ノ原の様子見かたがた、埼玉県みどりのトラスト⑦号

地の“鳥見仲間”７人をご案内して藤原へ。山口→上ノ

原→宝台樹キャンプ場と３時間ほどで、ウグイス、ホオジ

ロ、サンショウクイ、コサメビタキ、コゲラなど１５種ほど観

察。どなたも、鳴声だけで種名を識別される！ 
最初に行った「吉野屋」さんの裏の物置小屋で、陶器内

に作られたサンショウクイの巣を発見。「え、こんな所

に！」と驚きしげしげ覗き込

んでいたら、「いつまでも見

ていたらダメ。親鳥が嫌が

って営巣放棄してしまいま

す」とのご指導。これ、鳥見

仲間の心得の由。人間の

世界も同じ、と納得。 
 
●野守のお勤め 翌、６月２日。お握り担いで単騎、上

ノ原へ。草原は全面ほぼ緑一色だったが、野焼きの成

果はありあり。火入れをした管理道から下は緑の色も密

度も濃く草丈も高い。ワラビの生育ぶりも、管理道の上

下では明らかに違っていた。 

十二神様にお賽銭が！水

守の像には以前からあった

が、こちらはちょっと嬉しい出

来事。周りの森ではエゾハル

ゼミの大合唱。野鳥たちの囀

りも聴き取りにくいほど。ワラビ狩りの人も車も数あまた。

おまけに、水汲みの車も来て賑やかなこと！ 

賑やかはいいけど、ゴミ

拾いは悲しい。午前中だけ

で、腰のビニール袋に２杯

分も！空き瓶・缶・ペットボ

トルに煙草の吸い殻、使用

後のテイッシュペーパー、

始末に悪い缶類のタグ。休

憩は一向かまわないけど、後始末はちゃんとしてほしい

（悲） 日本のオジサンオバサンたちのマナーどうなっち

ゃっているの？ 「とっていいのは写真だけ、残していい

のは足跡だけ」です（怒） 

今年も、ニセアカシア退治に一汗。計５本、うち２本は

管理道兼防火帯から５㍍

も広場よりに侵入。去年ま

では４㍍どまりだったのに。

全部、ノコギリで地際ギリ

ギリに切り倒して管理道に

並べる。見せしめじゃなく

て、学習教材のつもり。     

実は、セイヨウタンポポも既に炭窯広場まで進軍済み。 

 

●水源の森の金剛力士！ 

６月１４日、６月度プログラム

の二日目。林野庁の「水源

の森」探訪。写真は、そのブ

ナ純林で出会った “金剛力
士”。樹齢百余年？大自然

が生んだ超一級芸術作品。 
 
●ガキ大将は頼もしい助っ人   ７月１２日、７月度プ

ログラムの二日目。いつものゴミ拾いと十二神様、水守

像のお世話の後、草木塔のしめ縄掛けと木馬道の新ル

ート開拓をやりかけたら、

手がすいた若者たちが加

勢に来てくれた。しめ縄代

わりにつる巻をして差し上

げた草木塔前で、日頃の

感謝の念をこめ記念撮影。 

 

お陰で開削が進んだ木馬道

奥に巨石が鎮座していた。

盤上、一汗かいてご満悦の

星見さん。「お山の大将！」

と冷やかすと「いえ、ただの

ガキ大将です」と（笑） 

 

●野守、三番瀬へ     

８月２２日、ＢＰＡ主催サンセッ

トクルージング。会員・会友諸

兄２５名と参加。利根川上下

流交流の一端。  

「日は沈み、また昇る」 

 

●利根川流域圏支援ネットワークの構築   これ、日

本自然保護協会の２０１５年度を含む３か年事業計画の

柱の一つ。 これにより、「都市から地方、山川里海、地

方創生といった様々な機運に対応できる民間レベルで

の支援や自然保護の流れを生み出す」としている。そし

て、今年度の重点事業の一つが「みなかみ町のユネス

コエコパーク登録」支援。いよいよ、我々の出番近し！  

                       ２０１５年８月（青） 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

    

    

■■■■野守のつぶやき⑸野守のつぶやき⑸野守のつぶやき⑸野守のつぶやき⑸    春から夏へ、森里川海春から夏へ、森里川海春から夏へ、森里川海春から夏へ、森里川海    

                                                    清水 英毅 

 

～編集後記～～編集後記～～編集後記～～編集後記～ 

『茅風通信』第 46号をお届けします。 

今年の夏は猛暑で始まりましたが、後半は不順

な天候が続き「野菜が高くて大変」と、台所から溜

息が聞こえます。何れにせよ、天気ばかりはコン

トロール出来ません。ただ、近年の大都市周辺の

激暑は、大地をアスファルトやコンクリートで覆

って水の循環を断ち切り、その上で様々な浪費を重

ねていることが原因でしょう。上ノ原で活動しな

がら、そんなことを考えるようになりました。 

前号で予告しました「協賛団体の紹介」は、次号

から掲載します。よろしくお願いします。（編集子） 


